
 

 

                                                                     

（令和７年６月４日発表） 

 
「限界の世界で感じたこと」みのり大学合同講演会の開催 

別紙資料  有  

ぜひ当日取材をお願いします。 
 

◆ アピールポイント 

◎高齢者学級「みのり大学」全 16 学級の学級生約８５０人の第１回合

同講演会です。学級生のうち約２５０人が葵生涯学習センターアイセ

ル２１ホールに集まり、そのほかは、サテライト（10 会場：各生涯

学習センター）でライブ配信にて聴講します。 

◎講師の望月将悟さんは、トランスジャパンアルプスレース（日本アル

プス縦断約４１５Km）で４連覇を成し遂げ、今なおトレイルランニ

ングレースに参加している方です。 

◎講師自身がレースの中での限界を感じ、それを乗り切った話を映像と

共に聞くことができる講演会です。高齢者にとっても明日への生きる

力につながっていく講演会です。 

◆ 日時・期間 令和７年６月１１日（水） １３時３0 分～１５時 30 分 

◆ 場   所 
静岡市葵生涯学習センター・アイセル２１ １階ホール 

（葵区東草深町３番１８号） 

◆ 内 容 な ど 

《プログラムの次第》 

１ 主催者挨拶   市民局長 

２ 講演 

３ お礼の言葉 

■講 演 
演題 

「限界の世界で感じたこと」 

講師：望 月 将
もちづきしょう

悟
ご

さん（山岳救助隊員 山岳ランナー） 

 

■みのり大学とは 

静岡市が社会教育事業として実施している高齢者学級です。高齢者が

新たな知識、技術を学ぶと共に、仲間づくりや異なる世代間の交流をと

おし、豊かな人生を送ることを目的とした連続講座（各学級 18 回）で、

葵区、駿河区の生涯学習センター等で１６学級開講されています。 

◆ 対象・人数 みのり大学 全学級生 16 学級 約８５０人 

◆ そ の 他 一般聴講者の募集はありません 

【問合せ】生涯学習推進課 人づくり事業推進係 

（静岡庁舎新館 15 階） 

担当 油井・村田 

電話 ０５４－２２１－１２０７ 

報道資料 



望月 将悟 氏  プロフィール 

１９７７年、静岡市井川に生まれる。 

１９歳で静岡市消防局に入局し、 

２０歳から登山を始める。その後、 

国体の山岳競技やトレイルランニング 

レースに数多く出場。２４歳で山岳救 

助隊員になる。 

★２０１０年から TJAR（トランスジャ 

パンアルプスレース：（２年に１度開催、富山県魚津市の早月川河口を起点に日本アルプス

を縦断し、静岡市駿河区の大浜海岸までの約４１５Km、累積標高差２６，６６２ｍを駆け抜

け、８日間以内に踏破するレース）に参加。４連覇を成し遂げる（２０１０年から２０１６年）。２

０１８年の TJAR では、「無補給完走」に臨み、見事達成した。 

★静岡山岳会の古い記録を基に全長２３５キロの静岡市境を５日で一周する‘AROUND 

SHIZUOKA ZERO’を単独で行った。（２０１７年） 

★２０１８年に静岡市南アルプスユネスコパーク井川自然の家と連携して１２ｋｍのトレイル

ランニングコースを監修した。 

★富士登山競走、富士登山駅伝、UTMF（ウルトラトレイル・マウントフジ）など、富士山が

絡むレースはもちろん、海外のレース、「トル・デ・ジアン」（３３０ｋｍを踏破する山岳レース）、

「レシャップベル」など、数多くのレースに出場している。２０１５年の東京マラソンでは４０

ポンド（約１８キロ）の荷物を背負ってのフルマラソンのギネス記録（３時間６分１６秒）を更

新した。 

★２０２４年 静岡市南アルプスをもっと知ってもらい大使（親善大使）に任命された。 

【講師関連本・映像】 

〇「激走！日本アルプス大縦断」１巻（２０１３年）２巻（２０１９年）３巻（２０２３年） 

…集英社NHK スペシャル取材班 

〇「山岳王 望月将悟」（２０１８年）…山と渓谷社  松田珠子 著 

〇「激走！日本アルプス大縦断」DVD（２０１９年） …NHK 

 


